
愛知県の予防接種に関する

取り組みについて

愛知県保健医療局感染症対策課
ワクチングループ

令和６年９月８日（日）
第２回予防接種基礎講座



本日の内容

予防接種の間違いについて

県で実施している主な事業・調査

最近の主な予防接種制度の改正等



定期接種実施要領

（厚生労働省通知）

予防接種法施行規則、予防接種実施規則

（厚生労働省令）

予防接種法施行令

予防接種法

予防接種に関する法令等



「定期接種実施要領 第１総論 ２１予防接種の間違い」より

予防接種の間違い事例の報告について

重大な健康被害につながるおそれ

ないある

当該年度（毎年４月１日から翌年３月31日まで
の間）に発生した間違いを取りまとめの上、翌
年度に報告する。

以下の内容を速やかに報告

①予防接種を実施した機関
②ワクチンの種類、メーカー、ロット番号
③予防接種を実施した年月日（間違い発生日）
④間違いに係る被接種者数
⑤間違いの概要と原因
⑥市町村長の講じた間違いへの対応
（公表の有無を含む。）

⑦健康被害発生の有無
（健康被害が発生した場合は、その内容）

⑧今後の再発防止策
⑨市町村担当者の連絡先
（電話番号、メールアドレス等）

用法用量の誤り
有効期限切れワクチン
血液感染を起こしうる場合 等

接種間隔の誤り など



本県の予防接種の間違い報告（推移）



令和５年度予防接種の間違い報告（全体）
割合（％）件数（件）間違いの態様

64.3302接種間隔誤り

13.463不必要な接種

3.818期限切れワクチンの使用

4.722対象者誤認

2.311ワクチン間違い

1.57接種量誤り

0.94接種器具の不適切使用

0.42接種部位・投与方法誤り

0.21血液感染を起こしうる間違い

8.540その他

100470総計

割合（％）件数（件）ワクチンの種類

25.5120HPV

16.678ヒブ

14.066日本脳炎

7.234B型肝炎

7.234MR

6.430小児用肺炎球菌

4.521ロタウイルス

4.320水痘

4.019DPT-IPV

3.617インフルエンザ

3.014DT

2.813高齢者肺炎球菌

0.94BCG

100470総計



令和５年度予防接種の間違い報告（重大・軽微）
＜重大＞ ＜軽微＞

割合（％）件数（件）間違いの態様

35.740不必要な接種

14.316対象者誤認

8.09接種間隔誤り

7.18期限切れワクチンの使用

7.18ワクチン間違い

2.73接種量誤り

1.82接種器具の不適切使用

0.91血液感染を起こしうる間違い

0.91接種部位・投与方法誤り

21.424その他

100112総計

割合（％）件数（件）間違いの態様

81.8293接種間隔誤り

6.423不必要な接種

2.810期限切れワクチンの使用

1.76対象者誤認

1.14摂取量誤り

0.83ワクチン間違い

0.62接種器具の不適切使用

0.31接種部位・投与方法誤り

4.516その他

100358総計



令和５年度予防接種の間違い報告（重大・軽微）
＜重大＞ ＜軽微＞

割合（％）件数（件）ワクチンの種類

26.830日本脳炎

17.019ヒブ

10.712HPV

9.811MR

8.910ロタウイルス

8.09DT

5.46小児肺炎球菌

3.64DPT-IPV

3.64B型肝炎

2.73インフルエンザ

2.73BCG

0.91高齢者肺炎球菌

100112総計

割合（％）件数（件）ワクチンの種類

30.2108HPV

16.559ヒブ

10.136日本脳炎

8.430B型肝炎

6.724小児肺炎球菌

6.423MR

5.620水痘

4.215DPT-IPV

3.914インフルエンザ

3.412高齢者肺炎球菌

3.111ロタウイルス

1.45DT

0.31BCG

100358総計



令和５年度予防接種の間違い報告（接種間隔誤り）
割合（％）件数（件）ワクチンの接種

34.8105HPV

18.255ヒブ

9.328B型肝炎

7.623小児用肺炎球菌

7.322日本脳炎

6.620水痘

4.614MR

4.614DPT-IPV

3.310高齢者肺炎球菌

3.09ロタウイルス

0.31DT

0.31インフルエンザ

100302総数



令和５年度予防接種の間違い報告（接種間隔誤り）

【再掲】接種時期別件数件数
（件）

ワクチン
の種類 割合（％）件数（件）接種間隔回数接種時期

1.9２
（２価・４価）１月以上
（９価）初回接種15歳になるまで：５月以上

初回接種15歳になってから：1月以上
－2回目

105HPV

72.476
（２価）２回目の注射から２月半以上
（４価）２回目の注射から３月以上
（９価）２回目の注射から３月以上

－3回目

25.727－－他・不明

7.3４27日（20日）以上３回初回

55ヒブ 80.044初回接種終了後、７月以上１回追加

12.7７－－他・不明

14.3４27日以上２回初回

28B型肝炎 75.021第１回目の注射から139日以上１回追加

10.73－－他・不明

コロナワクチンとの
接種間隔など



（メモ①）接種間隔の数え方
解釈間隔

ポイント：初日（接種日）を不算入で数える。＝中○○日あける

＜４月１日に接種し、「６日以上」の間隔をおいて接種する場合＞
４月２日から数えて６日後の４月８日から接種可
→接種間隔が「７ｎ－１」日となっている場合、ｎ週間後の同じ曜日に接種可

○○日以上

ポイント：暦に従って計算する＝月によって日数にばらつきがある。

＜４月１日に接種し、「６月以上」の間隔をおいて接種する場合＞
１０月１日の前日までで６月経過と考える＝１０月１日から接種可
（５月３１日接種の場合）１１月３０日で６月経過→１２月１日から接種可

○○月以上

ポイント：○○月後の月が何日まであるかで「半」の日数が変わる。
２８日→１４日 ２９日・３０日→１５日 ３１日→１６日

＜４月１日に接種し、「２月半以上」の間隔をおいて接種する場合＞
２月の間隔をおくと６月１日。６月は３０日まであるため「半」は１５日。
＝６月１日から１５日の間隔をおくと、６月１６日から接種可

○○月半以上



令和５年度予防接種の間違い報告（不必要な接種）

割合（％）件数（件）ワクチンの接種

36.523日本脳炎

15.910DT

12.78HPV

9.56ヒブ

7.95インフルエンザ

4.83ロタウイルス

4.83小児用肺炎球菌

4.83MR

3.22DPT-IPV

10063総計



令和５年度予防接種の間違い報告（不必要な接種）

【再掲】接種時期別件数件数
（件
）

ワクチン
の種類 割合（％）件数（件）接種対象回数接種時期

13.0３生後６月から生後90月に至るまでの間１回１期追加

23日本脳炎 74.017９歳以上13歳未満の者１回２期

13.0３－－他・不明

90９11歳以上13歳未満の者１回２期

10DT

10１－－他・不明











（メモ②）接種対象者の考え方

解釈間隔

ポイント：誕生日の前日に１歳年をとると考える。

＜４月１日生まれの場合の①～③＞
① ○○歳になる年の３月３１日から接種可（至った日も同義）
②③○○歳になる年の３月３１日まで接種可

○○歳に
①達した時
②至るまで
③達するまで

ポイント：「以上」の解釈に注意する。

＜４月１日生まれの場合の○○歳以上●●歳未満＞
○○歳になる年の３月３１日（※）から●●歳になる年の３月３１日まで接種可
（※）厳密には３月31日の24時に１歳年をとるが、24時に接種を受けることが想定さ
れないため、日中も含めるよう配慮されている。

○○歳以上
●●歳未満

ポイント：月は暦で数える。日は生まれた日の翌日を１日後として数える。

＜４月１日生まれの場合＞
①例）生後２月から生後９月に至るまで→５月３１日から１２月３１日まで
②例）出生６週０日後から出生３２週０日後まで→５月１３日から１１月１１日まで

①生後○月から
●月まで

②出生○週●日
後から



予防接種の間違いを防ぐために

○予防接種による間違いを防ぐために（2024年４月改訂版）

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/001280635.pdf



予防接種の間違いについて

県で実施している主な事業・調査

最近の主な予防接種制度の改正等

本日の内容



愛知県広域予防接種事業

目 的

市町村長が行う予防接種法第５条第１項に規定する定期の予防接種の実施医療機関の範囲を、愛知県内全

域とすることにより、定期予防接種対象者の利便性を増し、感染症予防の手段である予防接種率の向上を図

るとともに、被接種者の体調、薬の服用歴、アレルギー等の情報を把握している「かかりつけ医」が予防接

種を実施することにより健康被害の防止を図ることを目的とする。

対象者

(1) 住民登録している市町村以外の市町村にかかりつけ医がいる者

(2) 長期に入院治療を要し、住民登録している市町村で予防接種を受けることが困難な者

(3) 里帰り出産、DV被害等により、住民登録している市町村以外での予防接種を希望する者

(4) 高齢者施設等に入所のため、住民登録している市町村以外での予防接種を希望する者

(5) その他市町村長が対象者と認めた者



接種医療機関
（かかりつけ医）

①事前説明
（予防接種予約）

②申請 ③連絡票交付
（予診票）

④予防接種実施

愛知県国民保険団体連合会

⑤委託料請求
（名古屋市の場合は直接請求）

登録

委託契約

⑥委託料請求

被
接
種
者

愛
知
県
医
師
会

住
民
票
の
あ
る
市
町
村

⑦委託料支払い

⑧委託料支払い



愛知県広域予防接種事業 協力医療機関・医師数



愛知県広域予防接種事業 実績①

割合（再）広域分総接種者数（延）時期(回数)ワクチン種別

3.86,205162,589１期初回(3)
DPT-IPV

2.91,46851,279１期追加(1)

1.159753,514２期(1)DT

2.81,42350,822１期(1)
MR

1.795957,712２期(1)

2.22,402108,546１期初回(2)

日本脳炎 2.01,15358,941１期追加(1)

0.961872,038２期(1)

3.85,690151,237初回(3)
ヒブ

2.91,44050,492追加(1)

3.85,723149,250初回(3)
小児用肺炎球菌

2.81,43450,524追加(1)

（令和５年度予防接種実施状況より）



愛知県広域予防接種事業 実績②

割合（再）広域分総接種者数（延）時期(回数)ワクチン種別

3.51,71348,512－(1)BCG

1.168464,359－(3)HPV

2.92,933100,525－(2)水痘

3.85,644148,135－(3)B型肝炎

3.92,50063,875－(2)ロタ（１価）

3.71,84550,319－(3)ロタ（５価）

2.224,0331,114,671－(1)インフルエンザ

1.565443,495－(1)高齢者用肺炎球菌

（令和５年度予防接種実施状況より）



愛知県ＨＰＶワクチン普及啓発シンポジウム

・子宮頸がんは若い世代で増加傾向にあり、
日本では毎年、約１万１千人の女性が
診断され、約３千人の女性が亡くなって
いる。

・HPVワクチンは、子宮頸がんを予防す
る有効な手段の一つ。

・HPVワクチンのキャッチアップ接種が
令和７年３月末で終了

HPVワクチンについて正しい知識を広め
るため、県民の方を対象にシンポジウム
を開催



予防接種の間違いについて

県で実施している主な事業・調査

最近の主な予防接種制度の改正等

本日の内容



最近の主な予防接種制度の改正等
＜ジフテリア、百日せき、急性灰白髄炎、破傷風及びＨｉｂ感染症に係る定期接種について＞

①令和６年３月29日付け感発0329第１号「予防接種法施行令の一部を改正する政令等の施行について 」

〇Ｈｉｂ感染症に係る定期の予防接種の対象者の上限年齢は、ワクチンの種類ごとに次のア及びイとすること。

ア 乾燥ヘモフィルスｂ型ワクチンを使用する場合生後60月まで

イ 沈降精製百日せきジフテリア破傷風不活化ポリオヘモフィルスｂ型混合ワクチン（以下「５種混合ワ

クチン」という。）を使用する場合生後90月まで

〇ジフテリア等に係る定期の予防接種について、５種混合ワクチンを用いて行う場合には、以下の方法によ

ることを可能とすること。

・初回接種は５種混合ワクチンを20日以上の間隔をおいて３回筋肉内又は皮下に注射するものとし、接種

量は、毎回0.5ミリリットルとする方法

・追加接種は５種混合ワクチンを初回接種終了後６月以上の間隔をおいて１回筋肉内又は皮下に注射するも

のとし、接種量は、毎回0.5ミリリットルとする方法


